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	「特別な支援等の配慮を要する」児童への手立て
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	振り返り
	・不思議な世界の入口の書き方のイメージがつかめた。
・ほかにもたくさんの表現技法が用いられているはず。もっと取材したい。等

	板書計画
めあて
自分の作品づくりに生かすために、プロの作品から表現の仕方を取材しよう。
きつねの窓　　　安房　直子
課題
『きつねの窓』にはどんな表現の工夫や効果があるのかな。
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